
▶二度目の受難予告（再び自分の死を予告する） 

ルカによる福音書 9：43～45、マタイ 17：22～23、マルコ 9：30～32 

43 人々は皆、神の偉大さに心を打たれた。 
（マタイ 17：22 一行がガリラヤに集まった。）イエスがなさったすべてのことに、皆が驚いていると、

イエスは弟子たちに言われた。 
44「この言葉をよく耳に入れておきなさい。人の子は（今にも）人々の手に引き渡されようとしている。」 
 
▶イエス、三度目の自分の死と復活を予告する 

マルコによる福音書 10：32～45、マタイ 20：17～28、ルカ 18：31～34 

32 一行が（ユダヤの首都）エルサレムへ（危険をも顧みず）上って行く途中、イエスは先頭に立って進

んで行かれた。それを見て、弟子たちは驚
●

き、従う者たちは恐
●

れた。イエスは再び十二人を呼び寄せて、

（エルサレムに到着してから）自分の身に起ころうとしていることを話し始められた（→三回目の受難

予告）。 
33「今、わたしたちはエルサレムへ上って行く。  ・・・・・イエスの受難⓵～⓻と復活❽・・・・・ 

人の子は祭司長たちや律法学者たちに⓵引き渡される。彼らは（最高法院の議会で）⓶死刑を宣告して異

邦人（→ユダヤを支配していたローマ人）に⓷引き渡す。34 異邦人は人の子を⓸侮辱し、⓹唾をかけ、

⓺鞭打ったうえで⓻殺す。そして、人の子は三日の後に❽復活する。」 
 
▶イエスを殺す計略、ベタニアで香油を注がれる 

マタイによる福音書 26：1～5、マルコ 14：1～2、ルカ 22：1～2、ヨハネ 11：45～53 

ヨハネによる福音書 12：1～8、マタイ 26：6～13、マルコ 14：3～9 

・・・・・前回に続き、ニサンの月の 12 日（火曜日）の出来事である・・・・・ 
（今日の箇所で、火曜日が終わる） 

01 イエスはこれらの言葉（→オリーブ山での説教）をすべて語り終えると、弟子たちに言われた。 
→「語り終えると（話し終えると等）」という表現（場面）は、イエスの公生涯のターニングポイントと

なっている。 
02「あなたがたも知っているとおり、二日後は過越祭である。人の子は、十字架につけられるために引き

渡される。」 
 



「あなたがたも知っているとおり、二日後は過越祭である。人の子は、十字架につけられるために引き渡

される。」 

 
【参考】 聖書にある「イエスの死と復活」 

 
 

16：㉑～28 ←〇の数字が該当聖句 

08：㉛～09：01 

09：21㉒～27 

17：22～㉓ 

09：30㉛～32 

20：17～⑲ 

10：32～㉞ 

18：31～㉝～34 

㊟ルカは、「再び自分の死と復活を予告する」ではなく、「再び自分の死を予告する」(9：43b～45)でリアルな表記がない。 


